
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

● 子どもたちと障がいを持つ人とが一緒のチームになって、「ボ

ッチャ」のチーム対戦を行った。その中で、子どもたちはゲー

ムでの交流を深めるとともに、応援したり、一緒に喜び合った

りすることの大切さを味わうことができた。 
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令和元年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

交流体験 

● みんなとやったらうまくできるようになり、友達と聖神学園の人

とふれあうことができた。楽しかったし、きずながもっと深まっ

た気がした。 

● 私は「ボッチャ」体験をして体が不自由な人でも簡単にできてみ

んなで楽しめるスポーツだと思った。慣れてくると作戦を立てる

のがおもしろくなった。みんなで声をかけ合って協力してできて

よかった。 

● 「子どもと障害者のふれあい事業」（町長寿福祉課）を総合的な

学習の時間「支え合って生きる」（福祉）の単元に位置づけてい

る。障害者と児童の交流を目的に障害者スポーツである「ボッチ

ャ」をとおして交流体験を行った。町内の社会福祉施設「聖神学

園」の入所者の皆さんと一緒に東京パラリンピックで行われる種

目「ボッチャ」を体験し交流を深めた。 
 

第５学年 

 
白のボールのそば

まで転がって！ みんなで一緒に

「ボッチャ」をす

るのはとっても

楽しいね!! 


